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会場となった神宮外苑にある聖徳
記念絵画館の重厚な建築をバッ
クに、クラシックカーを搬出する。
晴れやかな舞台を後にする名車。
バックヤードにもそれぞれドラマ
があり、そのドラマもまたクルマ文
化の一端を担っている。

人生は、クラシックカーと共に。
クルマは、単なる乗り物なのだろうか? 誕生以来、生活のすべてを変えてきた乗り物は、

果たしてどれほど“文化”として根付いているのだろう?

例年通り東京・明治神宮外苑で開催されたクラシックカー・フェスティバルには、

全国からクルマを愛する人々が訪れた。自慢の愛車を前にポーズを取る人々の姿は、

クルマが、便利な道具としての価値以上のものを持っていることを感じさせた。

写真／田村孝介



T-TIME #94  54  T-TIME #94

り空の下、クラシックカーが1台、また

1台と到着する。その度に誰もが目を

向けて、今度はどんなクルマが来るのだろ

うとワクワクしながら待っている。磨き上げ

た鮮烈なボディから、使い込んで時間を超

越したような風合いを感じさせるクルマまで、

多様なラインナップ。その多様性は、一般的

なクラシックカーの祭典とは異なるのかもし

れない。自身もミリタリー調のコートに身を

包み、三菱ジープに颯爽と跨がった白ヒゲ

の男性に声をかける。昭和44年に手に入れ

たその“相棒”は、45年間ほとんど故障もな

い。かつては実際に建設業の現場で、林道

を走り砂利を積んで働いていたという。主

人が似てきたのか、クルマが主人に近づい

曇
たのか、人馬一体の雰囲気が際立っていた。

　あるいは正統派のスポーツカーと呼ばれ

るLOTUS ELAN Sr.3から降りてきたふたり

は、紳士のスポーツウェアであるニッカボッ

カーズに身を包み、熱く、その乗り心地のよ

さを語った。5000回転を越えてからの軽さ。

スタイルとは、いくつもの要素が折り重なっ

て生まれてくることを教えてくれた。また、ア

ルファロメオ2000の親子は、家族で乗りた

いからと購入したと言う。イタリアで買い付

け、動くまでに2年をかけて、現在は週末に

出かける際の“美しい足”として使っている。

妻は運転を避けるけれど、子どもは喜んで

乗っていると、父と息子ふたりでの参加だっ

た。使うことによって育まれるクルマへの愛

は、個人の嗜好によって、さまざまな形で表

れる。洋服を揃える者、関西からクラシック

カーに乗ってやって来る者、自分の歴史とし

て共に走る者……。

　降り始めた雨は、神宮外苑を出発し銀座

を抜けて帰ってくるパレードの途中で強く

なった。それでも街行く人々は、普段はなか

なか目にすることのない貴重なクルマの姿

を眺めていた。単に“珍しいクルマ”を眺め

るだけでの集まりではなく、クルマが文化

として根付き、価値を築いていることを感じ

させるのは、やはり、その動いている姿。ク

ラシックカーが生まれた時代に思いを馳せ、

現代まで続く軌跡を思う。イベントが閉幕す

る頃、ようやく雨が上がり、夕陽が射した。

神宮外苑に集まった好事家には、
愛すべきスタイルがあった。

神宮外苑を起点に、青山、銀座を
巡るパレードを行った。時折、沿
道から手を振る観客もいて、参加
者たちは自慢の愛車から微笑み
ながら手を振り返していた。
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馬場裕司さん／建設業
三菱ジープ J3／登攀力を気に入って、実際に河川や山での建設工事
に使っていた。かつては、趣味で林道走行なども。タフで、無骨な相棒。

柳原照之さん 裕美さん／自営業
VOLKS WAGEN カルマンギア／奈良から9時間かけて自走してきた
という。メンテナンスや塗装などもすべて自分で手がけている。

（左）駒形光一さん／カバン職人、（右）水戸浩昭さん／デザイナー
LOTUS ELAN Sr.3 Fixed-Head Coupe／“エラン仲間”のふたり。
一度、手放してしまったことを悔やんで、再び手に入れた駒形さんの愛車で。

藤川伊知郎さん 航己くん／会社役員
アルファロメオ1750ベルリーナ／生産国イタリアから輸入。1967年当
時の使い方と同様に、週末、家族で楽しむために手に入れたという。

宇田川弘之さん／自営業
SUBARU 360／35年前に、愛称“てんとう虫”を手に入れて、以来、幾
度の故障を乗り越えて愛し続ける。あと35年は乗れる! とのこと。

西澤優幸さん／建築士
トヨタ セリカ 1600GT／亡くなった祖父が乗っていたGTを10年近く探
し続け、ついに手に入れたという。幼少期の助手席の思い出を現代に。

2014クラシックカー・フェスティバルは、11月29日に行われた。
会場は、明治神宮外苑 聖徳記念絵画館前。

クラシックカーと
オーナーとの物語。

　愛車と共に微笑む彼らから感じるのは、クル

マは人を表すということ。自分の嗜好によって

選ぶものだから、当たり前だと思うなかれ。む

しろクルマに選ばれなければ、幸せなカーライ

フを送ることはできない。必然によって導かれ

るように、そのクルマと暮らすことになった人々。

それぞれの誇らしげな姿の奥には、クルマへ

の深い愛情が見て取れる。クラシックカーと共

に生きる人々は、クルマの文化を愛する人々。

　ほんの少しだけ、なぜそのクルマと共に生き

ることになったのか、それぞれの物語を聞いた。
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後の日本では最初にトラックを、後

にヨーロッパから哲学を学んでセ

ダンを生産するようになる。当時、日本でク

ルマに求められたのは利便性に他ならな

い。クルマは人を乗せ、荷物を運ぶための

もの。生産性を高めて国内の主要な産業と

なった現在でも、その利便性が重視される

歴史は変わらない。だが、クルマは便利で

あることだけを追い求めてきたわけではな

い。日本のメーカーは世界から刺激を受け、

それに応えるように刺激を返して、「連鎖反

応」のように新しい文化を築いていった。隔

世遺伝のように、クルマにまつわる“遺伝

子”が時代を超えることもある。そこには、

血の通った、時代の空気のようなものが映

されている。

　開催された「語る」展のテーマは、ライト・

ウェイト・スポーツと呼ばれる、いわゆるス

ポーツカーのジャンルだった。時代のシンボ

ルとなるような美しいクルマが、当時の文化

背景を表す雑誌などと共に展示された。な

ぜ、このジャンルが選ばれたのかと言えば、

クルマの楽しさや走る喜びが映されてい

るから。ライト・ウェイトの歴史を辿ることで、

生産性とはまた別の角度から、クルマが歩

んできた軌跡を捉えることができる。

　ライト・ウェイトの歴史は、イギリスに始ま

る。ワインディングロードが多いという地理

的なバックグラウンドが、その誕生の理由

のひとつだった。MGに代表される小型のス

ポーツカーが1920年代に登場し、「スポーツ

ドライビングを楽しむこと」が、ある種の流

行となっていた。

　その走る喜びは、戦後、アメリカへと飛び

火する。第二次世界大戦時にイギリスへと

やって来た米兵たちは、コンパクトで比較

的安価なスポーツカーに魅了される。それを

母国に持ち帰り、アメリカでもそのスタイル

を流行させていった。セダンを買うのと同じ

値段でスポーツカーを買うことができたた

めに、“身近なスポーツカー”をコンセプトと

したMG-TCは、アメリカで大ヒットとなった。

　その様子を見て、アメリカで初めて量産

されたスポーツカーがシボレー・コルベット

だった。全米で展示巡回を行い、その人気

にさらに火をつける。今回の展示では、世界

で初めて300台限定で生産されたFRP製

のボディを展示していた。

　では、日本ではどうだったか？ スポーツ

カーの誕生は、実は1950年代に起こってい

る。後にアメリカでMr.Kと呼ばれた、片山豊

氏※が牽引する日産が「ダットサン・スポー

ツDC－３」を発売している。最高出力20馬

力という今からは考えられないほど非力な

スポーツカー。社内的にも批判されたこの

プロジェクトは、しかし、1969年のフェアレ

ディZへと繋がっていく端緒。フェアレディZ
は、アメリカで大きく受け入れられた名車だ。

夫が大きなセダンに乗り、オシャレな妻が乗

る荷物も積めるセカンドカーとしての人気

だった。利便性だけでなく、“乗る喜び”が受

け継がれていった。1960年～70年代、世界

中の街を走っていたライト・ウェイトは、マス

キー法や安全規制の影響によって、新車が

投入されることがなくなってしまった。廃れ

るかと思われたこのジャンルに、満を持して

投入されたのが、ユーノス ロードスターだっ

た。発表後すぐに世界中で受け入れられ、も

う一度、スポーツカーの流行を作り出した。

イギリスで生まれ、アメリカでブームになり、

そして遺伝子を受け継いだ日本によって、

再び、「スポーツドライビングの楽しみ」が脚

光を浴びることになった。

　ライト・ウェイトの魅力を湛えた車両を展

示することで、“走る喜び”について考察した

「語る」展。その歴史はクルマが単に経済

の指標ではなく、文化として人々に愛されて

いることの証左に他ならない。

走る喜びの遺伝子を「語る」展。
ライト・ウェイト・スポーツと呼ばれるジャンルの歴史を遡ると

そこには文化としてのクルマの側面が如実に表れていた。

走る喜びは、時代と国境を軽 と々越える。

展示では、単にクルマを
並べるだけでなく、当時
の文化風俗までをイメー
ジできるように、「平凡パ
ンチ」などの雑誌も合わ
せて展示された。表紙に
は、スポーツカーに乗っ
た若者が描かれている。

1953年発表。アメリカで初めて
量産されたスポーツカー。ヨー
ロッパの市場を睨みつつ、アメ
リカ国内でも圧倒的なブーム
を巻き起こす。マホガニーの型
に樹脂を流し込んだ、わずか
300台生産のFRP製。以降は、
サイズが大きくなっていく。

1962年発表。国産初の本格的なスポーツカー。1952年の「ダットサン・スポーツDC－
3」から進化を重ね、日産の一つの伝統となったスポーツカー。生産台数の6割を超え
るクルマがアメリカに輸出された。フェアレディZへと続く系譜。

開館25周年記念 企画展 「語る」展 ～ワクドキの隔世連鎖～
2014年11月1日～2015年4月12日。本館2階特別展示室ほか。

今回の取りまとめ役、杉浦学芸スタッフ

※片山豊氏は2015年2月19日に永眠されました。ご冥福をお祈り申し上げます。

1989年発表。10年近く発表が
なかったライト・ウェイトのジャ
ンルに颯爽と登場し、世界中で
スポーツカーの熱を再点火し
た。イギリスで生まれた文化が、
日本にもしっかりと根付き、成
長していたことを証明する名
車として人気を博した。

Chevrolet Corvette

Datsun Fairlady SP310

Eunos Roadster

戦
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TOYOTA CROWN MS60

全長×全幅×全高：4680×1690×1420mm　ホイールベース：2690mm
エンジン：水冷直列６気筒  OHC 1988cm3 110PS/{81kw}/5800min-1

収蔵車紹介
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ルマの開発には、2～4年が必要とさ

れている。新しい技術を投入し、どん

なボディをデザインするのか。数年後の時

流を見据えて、クルマは設計され、発表され

る。あるクルマを考える時にはまず、その時

代の背景を鑑みる必要がある。

　愛称「クジラ」。革新的なスピンドルシェイ

プによって、ユーザーからそう呼ばれた4代

目クラウンが誕生した背景には、60年代末

の革新の時代があった。所得倍増計画が発

表され、学生運動が盛んになり、アポロ11号

が初めて月面に到達した時代。1971年に発

表された4代目クラウンは、そんな時代に開

ク
発されていた。当時の役員会議によって、デ

ザインを最終決定する時にも、保守・中庸・

革新と並べられたものの中から、圧倒的多

数で、このデザインが選ばれたという。デ

ザインを担当したのは、1年間のドイツ留学

から帰って来たばかりの気鋭のデザイナー、

渚徹だった。

　発売当初は、非常に評判よく受け入れら

れた。当時の雑誌を開いてみれば、そこに

は絶賛の言葉が並ぶ。貿易の自由化によっ

て、国産車が外車に対抗できるのかと心配

されていた時期に投入された4代目クラウ

ンとオペルのクルマを比較した記事では、ク

ラウンに軍配を上げていたりもする。

「保守のセドリックと革新のクラウン」。今で

は考えづらいが、そんな比較記事が載るほ

どに、4代目クラウンは新しい風を吹かせ

ていた。三角窓を無くし、カラードバンパー

を採用し、とにかく“革新”的だった。スピン

ドルシェイプは、空力研究の結果であると

共に、安全性向上に向けてのひとつの解答。

安心感を生むためのスタイルでもあった。

　ところが、順調だった売り上げが、販売か

ら半年後、夏の渋滞によって起こったオー

バーヒートの不具合によって一変する。ク

ラウンのタクシーが都内のあちこちでオー

バーヒートをしてしまう。急いでマイナーチェ

ンジし、バンパーに穴をあけて風通しをよく

したり、対策を施しても評判は元には戻らな

かった。性能の不備が、デザインの先進性へ

の非難へと、すり替わってしまった。

「あのスピンドルシェイプが悪い」

　そうやって、売り上げを落とし、販売シェア

のライバルであったセドリックに逆転を許し

てしまう。当時の開発主査、小室武の言葉が

雑誌に残されている。

「……営業面では失敗に終わったのですが、

一方で大きな教訓も残しました。それはクラ

ウンの開発では、ユーザーが求める時代の

少し先を行くのが良いのだとわかったこと

です。決して行き過ぎたり、独りよがりで進

んではいけない。ある意味で、その後のクラ

ウンの位置づけを確認するきっかけとなっ

たといえるかもしれません」

　クラウンの開発テーマは常に「継承と革

新」なのだ。古くからのユーザーの期待にば

かり答えていては、新しいユーザーが入って

こない。モデルチェンジをする度に、平均年

齢が上がっていけば、いずれクラウンは廃

れてしまう。そのためにも、革新は必要であ

る。だが、その革新の“幅”を決めるのは、メー

カーだけではなく、ユーザーとの呼吸によっ

て生まれなければならない。4代目クラウン

の不調は、そんな教訓を残し、5代目のクラ

ウンは、再び、保守的なデザインが選ばれた。

　今年2015年に、誕生から60年を迎える

クラウンの歴史の中で、メーカー発ではなく

ユーザーから愛称が付けられたクルマは他

にない。「クジラ」。ボディ一体型のカラード

バンパー、丸みを帯びたスピンドルシェイプ

は、1970年代を滑るように走った。博物館の

収蔵庫からエレベーターに乗って降りてくる

その姿は、今も美しく、“革新性”に満ちてい

る。時代を超えることのできるクルマは、そ

れほど多くはない。
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の博物館という特別なシチュエー

ションのもと、クルマを愛する人が集

うイベント「くるまde ナイト」が開催された。

学芸スタッフによる詳細な展示解説の後に

は、識者によるトークセッションが行われた。

トヨタ博物館館長の布垣直昭の司会のもと、

日本カー・オブ・ザ・イヤーの選考委員も務

めるボブ・スリーヴァさん、SUPER CG元編

集長であり、カー・ジャーナリストの伊東和

彦さんによる対談。ふたりがいかにクルマを

文化として捉えているかに焦点を当てられ

た。幼少期のクルマ体験から、未来のクルマ

像まで。多岐に渡る“クルマ考察”の一部を

再録したい。

布垣　まずは幼少期のクルマ体験を、おふ

たりに振り返っていただきたいと思います。

伊東　自動車と写っているような写真を探

したんですが、なかなか無かったんですよ

ね。小学校の低学年で遊園地のクルマに

乗っているものくらい。やっぱり僕の世代で

は、身の回りでクルマを持つことは、特別な

ことだったのかなと思います。

ボブ　僕は歩くか歩かないか、それくらい

幼い頃からスパナを持ってたね（笑）。お父

さんが、ガレージのスペシャリストだったか

ら10歳くらいから溶接してたもの。当時は、

クルマと宇宙が少年たちの夢でしたから。

初めて自分でもらったカタログは、トライア

ンフのGT6。10歳でカタログを見て、16歳で

本物を買ったんだ。

伊東　日本では10代で、そういうクルマを

買うっていうことは、なかなかないよ。

布垣　やっぱり日本とアメリカとのパースペ

クティブの違いなんですかね。

ボブ　今回は、一台、思い入れの深いクル

マを選んでっていうことだったけど、偶然に

も僕も伊東さんも同じクルマを選んでた。

伊東　ホンダ シビック2ドア。（初代）

夜
ボブ　このシビックの頃から日本車ファン

になって、今も続いている。僕もそうだけど、

アメリカにはそういう人がスゴく多いよ。

伊東　シビックは、実は我が家にとって初め

てのクルマだったんです。免許を取った頃

には、ホンダが一番フレッシュなことをして

いた印象があるんですよね。

ボブ　でかいアメ車って、僕にとってはおじ

いさんの世代のモノなんだよね。「small is 

beautiful」の時代になって、ホンダみたい

な小さなスポーツカーが、「僕達のクルマ」っ

ていう感覚が。キビキビしててさ（笑）。

伊東　日本にもスポーツカーがあるんだと。

ボブ　メッセージ性があったよね、クルマに。

自分はあの人たちとは違うんだ! っていうこ

とを示すためのものでもあった。教育をきち

んと受けた人が乗っていたよね。だから今

でも繋がっている。

伊東　でも、当時の日本ではクルマを予

算内で持つこと自体が目的だったからな

あ。それこそアメリカに憧れている時代だか

ら、やっぱり免許を取って憧れたのはステー

ションワゴンですよ。豊かさの象徴って言う

かね。“幸せな家族”の象徴ですよね。

ボブ　でも、お父さんはステーションワゴン

に乗りたくない（笑）。もっと走るクルマに乗

りたいんだよね。

布垣　もう一台選んでいただいた、1964年

のフォード マスタングにも、やっぱりスタイ

ルがありましたよね。

ボブ　女性が一人で買って乗るのがマスタ

ングだった。

伊東　後部座席はそれほど広くないんだけ

ど、犬を乗せるんだよね。犬を乗せるの! っ

てビックリした記憶がありますよ。

布垣　初代フォード マスタングは50周年を

迎えたわけですが、やっぱり後まで影響力

は大きかったですよね。

ボブ　今も強烈なファンがいますよね。愛さ

れるクルマには、安全性とか合理性みたいな

ものを優先させて、今のクルマが無くしてし

まった何かがあるんじゃないかな。そろそろ

戻って、スポーツカー寄りのものが出てきても

いいよね。シビックとかマスタングを原点に

した小さいクルマが求められていると思う。

布垣　セリカやフェアレディZもアメリカで

人気がありましたからね。

ボブ　ポルシェの半額で、ポルシェのような

カッコいいクルマが買えるから（笑）。

伊東　金持ちのセカンドカーですよね。うん

と金持ちは、ポルシェを買う（笑）。

布垣　作り手が意図していないクルマの受

け入れられ方もありますよね。

ボブ　マーケティングをすると、小さなクル

マっていらないって必ず言われる。でも、す

ごく小さいクルマが売れることがある。

伊東　小さいクルマではないけれど、1980
年に日産がシーマを出したでしょう。アメ車

に近いような、遊んじゃったクルマですよ

ね。日本でもこんな外したクルマが作れるん

だって思っていたら、シーマ現象って呼ばれ

るくらい受け入れられた。

ボブ　近年だったらレクサスなんだよね。日

本のモノ作りの頂点が、一年くらいで販売

でもベンツを越えたからね。革新的でしたよ。

伊東　そう言う意味では、アメリカはフェア

ですよね。品質だけで判断するでしょう。

ボブ　重要なのは、「初めて乗った瞬間」を

語れるかどうか。僕らがかつて味わったよう

な、圧倒的なものがあるかどうかですよ。今

の時代にも新しい提案が必要でしょ?
布垣　本当にダウンサイジングが求められ

ているんでしょうか?
伊東　各メーカー、モデルチェンジの度に、

必ず大きくなっているものね（笑）。

ボブ　一部のアメリカ人は、60年代のまま

でいて欲しかったんだよね（笑）。でも、また

時代は巡ると思いますよ。

“クルマ”を語り尽くす夜。
夜の博物館を舞台に開催されたイベント「くるまdeナイト」では、

ワインを楽しみつつの懇親会に先立って、トークショーが行われた。

実際に展示車を眺め、クルマへの偏愛について語る特別な夜となった。

ボブ・スリーヴァさん
日本カー・オブ・ザ・イヤー選考委員であり、
デザインとブランド戦略のエキスパート。

伊東和彦さん
SUPER CG元編集長。著述家。関東学院大
学工学部非常勤講師も務めている。

布垣直昭
トヨタ博物館館長。トヨタ自動車デザイン統
括部長を経て、現職に。

クルマと暮らしのワクドキを語る「くるま de ナイト」 2015年1月25日 16:30–19:30
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960年、時の池田内閣は「国民所得

倍増計画」を策定、1965年には「い

ざなぎ景気」がスタートしました。翌1966
年に日産・サニー、トヨタ・カローラが相次

いで発売され、後にマイカー元年と呼ば

れることになり、「3C」（カラーテレビ、クー

ラー、カー）が「新・三種の神器」ともてはや

される新しい時代を迎えていました。

　そんな時代のトヨタと日産のフラッグ

シップカーについて、60～70年代のカタ

ログや雑誌を眺めてみましょう。クラウン

は3代目から5代目、セドリックは3代目と

4代目のカタログを博物館のライブラリー

閉架から取り上げてみました。

　1967年9月4日、「白いクラウン」という

キャッチコピーによって記憶される3代目

クラウンが登場します。これは、ボディカ

ラー規制が1965年に緩和されたことを受

1
け、先代までに確立されたタクシーや法人

向けモデルという印象を打破し、オーナー

カーとしてのイメージを打ち出した広告

キャンペーンでした。

　3代目クラウンのカタログを捲ると「最

高級エグゼクティブセダン」の文字と共に

紳士淑女がパーティー会場に乗りつける

様子が描かれ、フォーマルなシーンでの使

用をアピールしています。ところが、さらに

ページを捲ると、通常リヤシートで寛いで

いるはずの紳士が神妙な面持ちで運転席

でキーを捻ろうとしています。「軽快な運転

が楽しめるニュークラウン」のフレーズと共

にオーナーカーである事も強調しているの

です。さらにファミリーでの使用シーンなど

も掲載し、ストーリー性のあるカタログ構

成になっています。

　さらに翌年の1968年にはクラス初とな

る2ドアハードトップを追加し、新しい市場

を開拓していきました。「白いクラウン」は

正に「幸せなハイライフの象徴」だったの

です。高速道路網が急速に整備されはじ

めたことを受け開発テーマは「高速長距

離セダン」、また当時のニュースリリースで

は「わが国初の本格安全設計」が謳われ、

北米の安全基準をほぼ満たしたことでも

話題となりました。この結果、販売を伸ばし

たクラウンは、全国の中型車市場でのシェ

アが約60％に達しました。

　1970年代に入り、カローラやサニーなど

オーナードライバー向けの大衆車が普及し

ていくなか、3代目で打ち出した個人ユー

ザー指向を外形デザイン全体で表現した

のが、1971年2月16日に発売された4代目

クラウンでした。安全性と空力学的形状を

追求し、それまでのイメージを一新し時代

をリードする先進的かつ個性的なスタイル

＝スピンドルシェイプ（紡錘形）を採用した

のが最大の特徴です。

　興味深いことに4代目クラウンのカタロ

グは、個人ユーザー向けの「白いクラウン」

カタログと法人向けの「黒いクラウン」カ

タログの2種類存在しました。掲載写真の

主たるボディ色を白と黒に分けただけでな

く、カタログ冒頭の3人の女性の写真も個

人向けはカラーで法人向けはモノクロ、さ

らに法人向けカタログでは髪をアップにし

た女性を中央に配置しフォーマル感を強

めています。カタログ上のキャッチコピー

は「エレガンツ・クラウン 世界が見つめる

―」、自動車の貿易自由化により日本市場

に登場が予想された欧米の高級車を意識

したコピーとも考えられます。

　4代目クラウンの1週間後には3代目の

セドリックがデビューしました。コカ・コーラ

の特徴的なビンのように車体中央部がく

びれたコークボトルラインが外観上の特徴

で、カタログに「クラシカルエレガンス」と

謳われたとおり、その流麗なフォルムで上

質感を演出しています。

　よく聞く話として「4代目クラウンのスタ

イリングは時代を先取りし過ぎた面があり、

販売面では裏目に出て、クラウンの一週間

後、1971年2月23日にモデルチェンジされ

た3代目セドリック、4代目グロリアの後塵

を拝することになった」というのがありま

す。その推移について、1970年～1975年

頃までの「モーターマガジン」誌を引っ張り

出し、月別の登録台数を追ってみました。

　4代目クラウンも発売当初はセドリック

/グロリアと互角の戦いを演じているもの

の夏以降はリードを許すようになり、1972
年8月にセドリックが国産車初となる4ドア 
ピラーレス・ハードトップを追加した頃から

大きく水をあけられていく様子がわかりま

す。しかし、翌1973年初頭にイメージキャラ

クターとして吉永小百合さんを起用した頃

からクラウンの台数は上昇し、セドリック/

 クルマ文化散策

1960年代～70年代の
クラウンと
セドリック/グロリア
 ライブラリー所蔵カタログと雑誌から読み取る時代の気分

トヨタ博物館のライブラリーに
出かけてみよう！
新館3階のライブラリーは入場無料エリア。気軽にご
利用頂けます。豊富に取りそろえた国内外のカタログ
や雑誌のバックナンバーの中から気になるものを探
し出し、その時代を感じてみる。そんな楽しみ方がで
きる博物館ライブラリーへお出かけしてみませんか？

グロリアに迫る勢いを示しています。結果

的に4代目クラウンは1974年10月に生産

を終え、3年7カ月というクラウン史上最短

寿命のモデルとなりました。

　1974年10月25日、クラウンは5代目へ

とモデルチェンジされます。20年の伝統に

裏付けられた安全性、信頼性、快適性をさ

らに高め、高級車としての存在を完成させ

ることをその設計思想とし、外形デザイン

は4代目のスピンドルシェイプからがらり

と変化、重厚さをテーマとした直線的なも

のとなり、高級感と安定性が強調されまし

た。これはその後長くクラウンのスタイリン

グの伝統となりました。

　キャッチコピーも「美しい日本のクラウ

ン」となり、保守的なイメージが強いものに

改められました。その一方で4ドア ピラー

ド・ハードトップをラインアップに加えてセ

ドリック/グロリアに対抗、カタ

ログには「安全と快適の追求」

と安全性を強調しています。

　5代目クラウン登場から8
カ月後、「輝ける変身」との

キャッチコピーと共に1975年

6月に4代目のセドリックの発売が開始さ

れます。「窓を開けませんか? ピラーのな

い真のハードトップ」のような、5代目クラ

ウンのピラード・ハードトップを意識したカ

タログ表現が目を引きます。一方、この頃

には安全性や排ガス対策などの技術解説

にも重点が置かれるようになっており、ピ

ラーレスボディのドア周りの補強技術の解

説を加えています。

　60～70年代のクラウンとセドリックの

カタログを概観してみると、元 フ々ォーマル

ユースが主であったクルマを、様々な手法

によってプライベートにも使える高級車で

あるとアピールしている事を改めて感じ取

る事ができました。今後もこうした古いカ

タログや雑誌から得られる面白さをお伝

えしていきたいと思います。

（文化学芸グループ：川島、清水）

〈主な参考文献〉
トヨタクラウン 小田部家正著 三木書房 2009
クラウンVSセドリックの熾烈な戦い 斎藤忠著 青年書館 1990
トヨタクラウン モーターマガジン社 2013
別冊CG 自動車アーカイヴVol.5 70年代の日本車篇 二玄社 2000
日本車大図鑑 株式会社カーグラフィック 2013
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嵐の前の静けさ？館長メッセージ

レストラランン・カカフフェェ・シショョッッププ

「「ココロロナナ11550000世世界界一一周周完完走走記記念念模模型型」」
 ごご寄寄贈贈

見晴らしの良いお席で、各種お飲み物やパンケー
キなどキなどな 軽食を軽食を軽食を食をお楽しお楽しお楽お楽し楽 みくだみくだみみ さいさい。

約80約800台の台 ミニカミ ーをはじめ、クルマ好きは絶対見
逃せな逃せない各種各 商品をそろえてお待ちしております。

一番人気のビーフカレー、博物館バーガーなど多
彩なメニューをお楽しみくみ ださい。

 本館1階 1階 ミュミュミ ーーージアジアジアジ ムレムレストストランランラ AVAAVIEEEWWW

 新館1階   ミュージアムカフェ

  新館1階  ミュージアムショップ

 新館1階   

  新館1階   

1961961年11年11月か1月から約７ら約７カ月かカ月かけ６万け６万kmをkmを走破す走破す

る、国る、国産車と産車としてはしては初の世初の世界一周周ドラドライブがトブが

ヨペッヨペットコロコロナRTナRT20型0型を用いを用いて行わて行われましれました。た。

この完この完走記念走記念模型は模型は、実際、実際にコロにコロナのハナのハンドルンドル

を握っを握った３名た３名に贈らに贈られたもれたもので、ので そのうのうちの一ちの一

人 笹人、笹瀬任用瀬任用様から様からご寄贈ご寄贈いただいただきましきました。本た。本

館３階の実車の実 の横での横で展示中展示中です。です。

新館１新館１階に“に“TINTINY SY TUDTUDIO”IO がオーがオープン。プン。2010144

年11年 月から月から2012015年35年3月の土月の土日祝日日祝日などになどに、オーオ

プン記プン記念工作念工作教室を教室を開催し開催しましたました。今後。今後も各種も各種

プログプログラムをラムを開催し開催してまいてまいりますります。。

開館の開館 翌年1翌年 99090年以降年以降、クラク シックッ カーをーを通じた通じた自動車自動車文化の文化の醸成と成と継承を承を目目

的に開的 催して催し いますい 。個人個人所有の所有のクラシクラシックカックカー約ー約100台00 によるによる公道パ公道パレードー 、

当館所当館所蔵車両車両の走行の走 披露や披露や乗車し車しての記ての記念撮影念撮影などをなどをお楽し楽しみ頂けみ頂けます。ます。詳詳

細はト細はトヨタ博ヨタ博物館ホ物館ホームペム ージをジをご覧くご覧くださいだ 。。

普段の普段の生活で生活ではなかはなかなか目なか目にするにすることのことのででき

ない初ない 代クラ代クラウンかウンから最新ら最新の14の14代目ま代目まで歴代で歴代

のカタカタログをログをはじめはじめ、クラ、クラウンにウンに関する関する貴重な貴重な

絶版書絶版書籍も手籍も手に取っ取ってご覧てご覧いただただけますけます。本本

館での館での「クラ「クラウン６ウン６０周年０周年記念記念展」とあ」とあわせてわせて

お楽しお楽しみくだみください。さい。

博物館のすぐ横を走るリニニモの車の車両一編

成に、TOYOTA 2000GTとフランスの高級

ツーリングカー ドラージュのラッピングを

施しま施しま施しましましましたした。した。20202015年15年15年2月42月42月4日から日か 年間1年間間 ぼほぼほぼほぼ

毎日運毎日運毎 行予定行予定です。す。リニモリニモモ沿線遠沿線遠沿線遠方から方から方からはは

高架の高架の高架 上を車上を車が走っが走っが走 ているているるかのよかのよの うにおにお楽楽

しみいみいしみ ただけただけけます。ます。ます。

撮影のために展示ケースから出しています

ミュージアムショップ

オースオ チン セブンセブ ／19／ 34年34 ・イギ・イギリスリ  

大村正大村正敏様敏様

ブガッティ タイプ35B／1926年・フランス ベントレー 4½リットル／1930年・イギリス アルファロメオ 6C1750／1930年・イタリア

フェラフェラーリリ 5122BB／BB／197979年・9年・イタリイタリアア
松浦俊松 介様

スズキスズキカプカプチーチーノ／19／1995年95年・日本・日
森下敏森下敏之様之様

デイムラーダブルシッククス／1／ 9929 年・イ年・イギリスギリスギ
町田典橘様

寄贈車紹介

リリニモ
ラッピンンググ車両両

第2第26回回 トトヨタヨタ博物博物館館ククララシシッククカカー・フフェェスステティィババルル

ライイブラブラリーリーイベイベントント「「ククララウウンン6600周周年年」」

会期：期：20115年45年4月2525日（土土）～7）～7月5日月5日（日）
会場：場 新館3館3階ライ階ライブラリブラリー（無ー（無料ゾーゾーン）ン

開催日開催日：20：2015年15年5月25月24日（4日（日）日）
　　　 9:9:00～00～16:16:00［00［雨天決雨天決行］行］
場所：場所：愛・地愛・地球博記球博 念公園念公園（モリ（モリコロパパーク）ーク）
入場料入場料：無料：無料

TTINYY SSTTUUDDIIOO 
オオーププンン

何度も来館いただいている昔からの車ファンの方々、

それほどでもないけど来館してみた若い方々、年々増える海外からのお客様…

様々な方からの叱咤激励と時代変化、それらを背中に感じながら、

今年後半から当館も常設展示の進化に挑みはじめます。

最終像が見えるのには2年以上かかるでしょうか。

その途中プロセスを企画展として皆様にご披露していく計画です。

さらに「モノ語る博物館へ」。ご期待ください。　2015年3月  館長 布垣直昭
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